
南摩
な ん ま

ダムは、試験湛
し け ん た ん

水
すい

を開始します 

 
 

思川開発事業で建設中の南摩ダムでは、ダム本体が概成し、湛水の

準備が整ったことから、令和６年１１月８日（金）に仮排水路に閉塞

ゲートを降下させ、試験湛水※を開始します。 

なお、導水施設については、引き続き工事を進めてまいります。 
 
  

※試験湛水は、ダムの本格運用開始に向け、貯水位を上昇及び降下させダム堤体や貯水

池周辺地山等の安全性を確認するものです。 

試験湛水開始は、天候により延期となる場合があります。 

  試験湛水開始以降は、湛水の状況を思川開発建設所のホームページからご覧いただけ

ます。以下のアドレスにて表示されるページより必要箇所の映像をご覧ください。 

        

https://omoigawa-cam.arksystem.jp/ 

 

取材を希望される報道機関の方は、裏面をご覧ください。 

 

 

令和６年１１月１日 

 

独立行政法人水資源機構 

思川開発建設所 
 

発表記者クラブ 

      栃木県政記者クラブ 

      鹿沼市政記者クラブ 

 

問い合わせ先 

 独立行政法人水資源機構 思川開発建設所 総務課長 長谷川
は せ が わ

 

 住 所：栃木県鹿沼市口粟野８３９－２ 

 電 話：０２８９（８５）１１１０（代表） 

 



 

【取材を希望される報道機関の皆様へ】 

試験湛水開始当日に仮排水路呑口付近において、仮排水路呑口をゲートにて閉鎖する作

業を取材いただけますので、希望される方は下記をご確認ください。 

 

記 

 

取材可能日時： 令和６年１１月８日（金）午前１０：００～１０：２０ 

※試験湛水開始は、天候により延期となる場合があります。 

取 材 場 所： 仮排水路吞口付近 

取 材 内 容： ゲートによる仮排水路呑口の閉鎖 

集 合 場 所： 思川開発建設所南摩ダム管理棟（鹿沼市上南摩町字神谷2958-4） 

※県道１７７号線（上久我・栃木線）を鹿沼市街方面から杓子沢トンネルの先、

左側の建物 

※当建設所が用意する車で取材場所までご案内致します。 

集 合 時 間： 令和６年１１月８日（金）午前９時３０分 

取材申込方法： 別添１に必要事項を記入のうえ令和６年１１月６日（水）１５時 

００分までにＦＡＸにてお申込み願います。 

  そ の 他： 工事現場内での取材になりますので長靴を持参ください。 

          機構より貸与するヘルメット及び安全ベストを着用いただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別添１ 

独立行政法人水資源機構 

思川開発建設所 総務課 あて 

（ＦＡＸ：０２８９－８５－１２１１） 

 

 

１１月８日（金）取材申込書 

 

取材を希望される方は、以下の項目についてご記入いただき、 

１１月６日（水）１５時までにＦＡＸにて提出願います。 

 

 

 

１．報道機関名： 

 

 

２．参加予定者（代表者名）： 

 

 

３．参加人数： 

 

 

４．ご連絡先： 

 

 

 

－ 以 上 － 



思川開発事業 南摩ダム

事業の目的

洪水調節 新規利水

南摩ダム地点の計画高水流量

130㎥/sのうち125㎥/sの洪水

調節を行うことにより、

他の事業と相まって思川沿川、利

根川中・下流の洪水被害の軽減を

図ります。

栃木県、鹿沼市、小山市、古河市、

五霞町、埼玉県及び北千葉広域

水道企業団へ、最大2.984㎥/s

の水道用水を新たに供給します。

黒川、大芦川、南摩川及び思川

の既得用水の補給等、流水の正

常な機能の維持と増進を図りま

す。

また、利根川水系の異常渇水時

の緊急水の補給を行います。

流水の正常な機能の維持
（異常渇水時の緊急水の補給を含む）

事業の概要 事業工期：昭和４４年度から令和８年度（２０２６年度）概成予定

ダム完成イメージ図

ダムサイト位置 栃木県鹿沼市上南摩町地先

形 式 コンクリート表面遮水壁型ロックフィルダム

堤 高 ８６．５ｍ（堤長ＥＬ．２３６．５ｍ）

堤頂長 約３５９ｍ

堤体積 約２４０万㎥

集水面積 約１２．４㎢

湛水面積 約 ２．１㎢

総貯水容量 ５，１００万㎥

有効貯水容量 5,000万㎥

事業の経過（進捗状況）

南摩ダム施工状況 上流から下流を撮影（令和６年９月）

令和２年１２月 南摩ダム本体建設工事に着手

９月 付替県道が全線開通

４年 ３月 南摩ダム定礎式を開催

令和５年 ８月 堤体盛立概成

令和６年 ５月 コンクリート表面遮水壁打設完了

昭和44年 ４月 実施計画調査に着手

59年 ４月 建設事業に着手

平成12年11月 建設省が「南摩ダム継続、大谷川

分水中止」を決定

13年12月 南摩ダム損失補償基準の妥結、補償

契約に着手

20年 ６月 全世帯移転完了

23年 ３月 仮排水路トンネル完成

28年 ８月 ダム検証による国土交通省の対応

方針「継続」を決定

３１年３月 付替県道（上久我栃木線）一部（杓子沢～

中村区間）供用開始


